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全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書 記 局

４６３号

組
合
は
ス
ト
権
の
高
率
で
の
確
立
を
背
景
に
、
要
求
に

沿
っ
た
回
答
構
築
と
各
地
域
格
差
の
是
正
を
強
く
主
張

１１月２１日（金）１０：００～１０：３０ 第３回一時金交渉 

両協会、今一時金に対する考え方を披瀝 

１４冬季一時金については従来通りの算式を強調 

【ス
ト
権
集
約
結
果
】

１４
冬
季
一
時
金
ス
ト
権
に

つ
い
て
、
１１
月
１８
日
（
火
）

に
中
央
集
約
を
行
っ
た
結
果
、

全
国
投
票
総
数
７３９
票
中
、
冬

季
一
時
金
要
求
項
目
で
賛
成

７１７
票
、
諸
要
求
項
目
７１５
票
、

国
民
的
諸
課
題
７０７
票
で
、
各

項
目
に
お
い
て
賛
成
票
が

９４
％
以
上
と
言
う
結
果
と
な

り
、
左
記
の
と
お
り
１４
冬
季

一
時
金
ス
ト
権
を
高
率
で
確

立
し
ま
し
た
。

１１
月
２１
日
（
金
）
第
３
回

検
数
労
連
１４
冬
季
一
時
金

交
渉
で
、
組
合
は
両
協
会
に

対
し
今
一
時
金
回
答
に
向
け

た
考
え
方
を
求
め
ま
し
た
。

【

全

日

検

】

上
半
期
収
入
は
対
予
算
比

で
は
微
増
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
対
前
年
比
で
は
減
と
な

っ
て
い
る
。

既
存
業
務
が
減
少
傾
向
に

あ
る
中
で
検
査
業
務
の
収
入

が
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
放

射
線
業
務
や
損
害
調
査
業
務

で
の
収
入
で
あ
り
、
不
確
定

な
数
字
と
言
え
る
。

対
前
年
比
で
の
輸
出
入
は
伸

び
て
い
る
が
、
港
湾
で
の
既

存
業
務
は
減
っ
て
お
り
、
不
安

要
素
は
拭
え
な
い
。

一
時
金
の
支
給
方
式
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
（
本
給

＋
役
付
）
×
乗
率
＋
一
律
＋

調
整
加
算
と
し
た
い
。
ま
た
、

職
員
Ａ
・
Ｂ
の
回
答
に
つ
い
て

は
、
年
収
・
勤
続
ベ
ー
ス
を
考

慮
し
て
一
定
の
格
差
を
付
け

た
い
。

【
日
検
協
会
】

上
半
期
の
事
業
収
益
に
つ

い
て
、
対
前
年
比
で
は
鉄
鋼
・

検
査
関
係
が
好
調
で
あ
っ
た

が
、
完
成
自
動
車
に
つ
い
て
は

思
わ
し
く
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。

検
査
関
係
で
は
、
放
射
線
検

地区名 項目 賛成 反対 白紙 棄権 合計 

 全 

 国

冬季一時金 717 15 4 3 739 

諸要求 715 15 5 4 739 

国民的課題 707 23 5 4 739 

【14冬季一時金スト権集約結果】

査
が
一
部
地
域
で
収
益
が
下

が
っ
て
い
た
も
の
の
、
概
ね
順

調
で
あ
っ
た
。
損
保
業
務
に
つ

い
て
は
、
発
生
的
な
も
の
だ
が

順
調
に
き
て
い
る
。

全
体
的
に
は
収
入
も
増
え

て
は
い
る
が
、
そ
の
分
の
支
出

も
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

結
果
的
に
対
前
年
比
で
利
益

が
減
少
し
て
い
る
。

賞
与
に
対
す
る
考
え
方
と

し
て
『
賞
与
は
利
益
の
還
元
』

で
あ
る
考
え
方
は
変
わ
ら
な

い
。
よ
っ
て
、
従
来
ど
お
り
の

回
答
方
式
を
構
築
し
て
い
く

考
え
で
い
る
。

【
組
合
主
張
】

組
合
は
両
協
会
の
一
時
金

に
対
す
る
考
え
方
を
聞
い
て
、

次
の
と
お
り
主
張
を
行
い
ま

し
た
。

両
協
会
に
対
し
て
は
、
前
回

の
基
礎
数
字
と
政
府
発
表
の

貿
易
統
計
を
見
る
と
、
組
合
要

求
に
沿
っ
た
回
答
は
可
能
と

分
析
し
て
い
る
。

全
日
検
に
対
し
て
は
『
役

付
』
『
特
別
評
価
』
の
回
答
は

反
対
で
あ
る
事
を
あ
ら
た
め

て
強
調
す
る
。
ま
た
、
調
整
加

算
な
ど
の
格
差
回
答
に
つ
い

て
も
是
正
し
、
見
習
い
職
員
に

つ
い
て
は
職
員
Ａ
・
Ｂ
と
同
様

の
算
式
化
を
求
め
る
。

日
検
協
会
に
対
し
て
は
、
組

合
員
の
総
意
と
し
て
、
一
時
金

本
体
部
分
へ
の
上
積
み
を
重

視
し
、
業
績
部
分
の
圧
縮
と

年
末
年
始
例
外
荷
役
に
つ
い
て
、

各
企
業
内
交
渉
で
具
体
化

第
３
回
１４
冬
季
一
時
金

交
渉
後
に
行
わ
れ
た
年
末

年
始
例
外
荷
役
に
つ
い
て

組
合
は
、
全
国
港
湾
と
日
本

港
運
協
会
と
の
間
で
取
り

交
わ
し
た
『
労
使
政
策
委
員

会
議
事
確
認
』
を
遵
守
す
る

よ
う
、
両
協
会
に
対
し
て
主

張
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
今
日
以
降
、
年

末
年
始
例
外
荷
役
に
対
す
る

精
励
金
や
代
休
の
取
り
扱
い

な
ど
に
つ
い
て
、
対
角
線
交
渉

で
進
め
て
行
く
事
を
申
し
入

れ
、
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
よ

っ
て
、
今
後
は
日
検
労
・
全
検

部
会
で
協
議
を
進
め
て
行
き

ま
す
。

地
域
格
差
の
是
正
を
強
く

求
め
る
。

以
上
の
主
張
を
行
い
、
次

回
交
渉
１１
月
２５
日
（
火
）

有
額
回
答
指
定
日
を
確
認

し
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

次回交渉：第４回 １４冬季一時金交渉 

１１月２５日（火）１４：００～ 

有額回答指定日！地域闘争委員及び組合員は注目

せよ！ 


